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新
撰
組
結
成

　
新
撰
組
の
母
胎
と
も
云
ふ
べ
き
、
幕
府
が
新
に
徴
募
し
た
浪
士
団
が
家
茂






将

軍
警
護
の
名
目
で
、
江
戸
を
出
発
し
た
の
は
、
文
久
三
年
の
二
月
八
日
で
あ
つ

た
。

　
総
勢
凡
そ
二
百
四
十
名
、
二
十
三
日
に
京
都
郊
外
壬

生

に
着
い
た
が
こ
れ
を

新
徴
組
と
云
ふ
。
隊
長
格
は
庄
内
の
清
河
八
郎
で
、
丈



の
す
ら
り
と
し
た
面
長

の
好
男
子
、
眼
光
鋭
く
人
を
射
る
男
だ
つ
た
と
云
ふ
。

　
幕
府
は
初
め
、
浪
士
の
人
員
を
五
十
名
位
と
い
ふ
方
針
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、

実
際
は
、
風
雲
を
望
ん
で
ゐ
た
天
下
の
浪
士
達
が
、
旗
本
位
に
は
な
れ
る
と
云

ふ
肚
で
、
続
々
集
つ
て
き
た
。
甲
州
の
侠
客
祐
天
仙
之
助
が
、
仔
分
二
十
名
を

引
き
連
れ
て
、
加
は
り
、
す
ぐ
に
五
番
隊
の
伍
長
と
し
て
採
用
さ
れ
た
事
な
ど

を
見
て
も
、
大
体
こ
の
浪
士
団
の
正
体
が
判
る
。

　
こ
れ
が
、
京
都
に
止
る
こ
と
二
十
日
ば
か
り
で
分
裂
し
、
芹
沢






、
近
藤
等
十

三
人
が
清
河
に
反
き
、
宿
舎
八
木
源
之
丞
の
邸
前
へ
「
壬
生
村
浪
士
屯
所
」
の

看
板
を
出
し
た
の
が
、
所
謂
新
撰
組
の
濫

觴







で
あ
る
。

　
隊
員
永
倉
新
八
こ
と
、
杉
村
義
衛
翁
（
大
正
四
年
ま
で
存
命
）
の
語
り
誌
す

と
こ
ろ
に
依
る
と
、
総
勢
十
三
名
の
新
撰
組
も
、
初
め
は
ひ
ど
く
貧
乏
だ
つ
た
。

三
月
に
隊
が
出
来
て
、
五
月
に
な
る
と
云
ふ
の
に
、
ま
だ
綿
入
れ
を
着
て
ゐ
る

者
が
多
か
つ
た
。
い
ろ
〳
〵
考
へ
た
末
、
芹
澤
が
真
先
に
立
つ
て
、
八
名
の
浪

士
が
わ
ざ
〳
〵
大
坂
ま
で
行
き
、
鴻
池
を
脅
し
て
二
百
両
借
り
て
戻
つ
た
。
体

の
い
ゝ
暴
力
団
だ
。

　
こ
れ
で
麻
の
羽
織
に
紋
付
の
単
衣





、
小
倉
の
袴
を
新
調
し
て
、
初
め
て
江
戸

以
来
の
着
物
を
脱
い
だ
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
羽
織
た
る
や
大
変
な
も
の

で
、
浅
黄
地
の
袖
を
、
忠
臣
蔵
の
義
士
の
様
に
、
だ
ん
だ
ら
染
め
に
し
た
。

　
こ
れ
が
当
時
の
新
撰
組
の
制
服
に
な
り
、
後
に
池
田
屋
襲
撃
の
時
も
、
隊
員

一
同
こ
の
羽
織
を
着
て
、
奮
戦
し
た
の
で
あ
る
。

　
新
撰
組
結
成
六
ヶ
月
で
、
近
藤
勇
、
土
方
歳
三










は
、
そ
の
隊
長
芹
沢
鴨
を
、

そ
の
妾
宅
に
襲
つ
て
斬
つ
た
。

　
芹
沢
は
水
戸
の
郷
士
で
、
本
名
を
下
村
継
次
と
云
ひ
、
水
戸
天
狗
党
の
生
き

残
り
で
あ
る
。
天
狗
党
に
居
た
時
は
、
潮
来





の
宿
で
、
気
に
食
は
ぬ
事
が
あ
つ

て
、
部
下
三
名
を
並
べ
て
首
を
斬
つ
た
り
、
鹿
島
神
宮
へ
参
詣
し
て
、
拝
殿
の

太
鼓
が
大
き
過
ぎ
て
目
障
り
だ
と
云
つ
て
、
こ
れ
を
鉄
扇
で
叩
き
破
つ
た
と
云

ふ
程
の
乱
暴
者
で
あ
つ
た
。

　
芹
沢
亡
き
後
の
新
撰
組
は
、
当
然
近
藤
、
土
方
の
天
下
で
、
幕
府
の
後
押
し

も
あ
り
、
京
都
守
護
職
、
松
平
容
保






の
信
頼
も
あ
り
、
隊
の
勢
は
日
な
ら
ず
し

て
隆
々
と
し
て
揚
り
、
京
洛
に
劃
策
す
る
勤
皇
の
志
士
に
と
つ
て
、
陰
然
た
る

一
大
敵
国
を
成
す
に
到
つ
た
。

　
　
　
近
藤
勇

　
新
撰
組
隊
長
、
近
藤
勇
と
云
へ
ば
、
剣
劇
、
大
衆
小
説
に
幾
百
回
と
な
く
描

き
尽
さ
れ
、
幕
末
物
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
実
質
と
し
て
は
、
暴
力
団

の
団
長
以
上
に
は
評
価
さ
れ
な
い
。
剣
術
の
よ
く
出
来
る
反
動
的
武
士
と
い
つ

た
処
で
あ
る
。
極
く
贔
屓
目









に
見
て
も
、
三
代
相
恩
の
旗
本
八
万
騎
の
だ
ら
し

の
な
い
の
に
反
し
て
、
三
多
摩
の
土
豪
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
府
の
為
に
死

力
を
竭



し
た
の
は
偉
い
、
と
云
ふ
評
が
せ
い
／
″
＼
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
此
等
の
観
方
は
、
近
藤
そ
の
人
の
全
貌
を
尽
し
て
ゐ
な
い
し
、
彼

の
為
に
も
気
の
毒
で
あ
る
。
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近
藤
の
刑
死
は
、
慶
応
四
年
四
月
二
十
五
日
で
あ
る
が
、
此
の
年
六
月
六
日

発
行
の
「
中
外
新
聞
」
に
は
　
　
閏
四
月
八
日
、
元
新
撰
組
の
隊
長
、
近
藤
勇

と
い
ふ
者
の
首
級
、
関
東
よ
り
来
つ
て
三
條
河
原
に
梟
せ
ら
れ
た
り
。
其
身
既

に
誅
戮
を
蒙
り
た
る
者
な
れ
ば
、
行
の
是
非
を
論
ぜ
ず
、
其
の
勇
に
至
り
て
は

惜
む
可
き
壮
士
な
り
と
云
は
ざ
る
者
な
し
　
　

　
と
あ
る
。
こ
の
頃
賊
軍
と
し
て
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
今
日
の
共
産
党

被
告
以
上
に
見
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
出
版
物
に
こ
れ
だ
け
書
く
だ
け

で
も
容
易
で
な
い
。
賊
軍
で
あ
つ
て
も
彼
の
評
判
は
当
時
に
於
て
、
非
常
に
よ

か
つ
た
事
は
、
こ
の
記
事
で
も
分
る
と
思
ふ
。

　
勇
が
生
れ
た
の
は
、
天
保
五
年
で
、
近
藤
周
斎
の
養
子
と
な
り
、
新
徴
組
に

加
は
つ
た
頃
迄
は
、
剣
術
も
学
問
も
、
特
に
目
立
つ
て
云
ふ
程
の
こ
と
も
な
か

つ
た
。

　
新
徴
組
か
ら
分
離
し
た
時
か
ら
、
勇
は
漸
次
頭
角
を
顕
し
て
来
た
。
会
津
藩

鈴
木
丹
下
の
「
騒
擾






日
記
」
に
は
、

「
其
内
、
近
藤
勇
と
云
ふ
者
は
、
知
勇





兼
備






は
り
、
何
事
を
掛
合
に
及
候
て
も

無

滞









返
答
致
し
候
者
の
由
」

　
と
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
、
智
勇
兼
備
と
云
ふ
や
う
な
讃
辞
が
捧
げ
ら
れ
て
ゐ

る
。

　
彼
は
東
州
と
号
し
て
、
相
当
立
派
な
字
を
書
い
て
ゐ
る
。
学
問
は
大
し
た
も

の
で
は
な
い
が
、
当
時
の
剣
客
と
し
て
は
、
人
後
に
落
ち
な
い
位
の
素
養
は
あ

つ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
そ
の
政
治
上
の
主
義
と
し
て
は
、
彼
の
上
書
に
、

「
全
体
我
共
は
尽
忠
報
国
の
志
士
、
依
而
今
般
御
召
相
応
じ
去
二
月
中
遥
々
上

京
仕




り

、
皇﹅
命﹅
尊﹅
戴﹅
、
夷
狄
攘
斥
之
御
英
断
承
知
仕
り
度
存
ず
る
志
に
て
、
滞

京

罷

存

候











云
々
」
（
文
久
三
年
十
月
十
五
日
上
書
）

　
と
あ
る
。

　
ま
た
、
祇
園
一
力
楼
で
、
会
津
肥
後
守
の
招
宴
で
、
薩
、
土
、
芸
、
会
等
の

各
藩
重
職
列
席
の
会
合
で
も
、
彼
は
堂
々
と
そ
の
主
張
を
披
瀝
し
、

「
熟




愚

考
仕
り
候
処
、
只
今
ま
で
は
長
藩
の
攘
夷
は
有
之






候
へ
ど
も
、
真
の
攘

夷
と
は
申
さ
れ
ま
じ
く
候
、
こ
の
上
は
公
武
合
体
専
一
致
し
、
其
の
上
幕
府
に

お
い
て
断
然
と
攘
夷
仰
せ
出
さ
れ
候
は
ゞ
、
自
然
国
内
も
安
全
と
も
存
じ
奉
り

候
」
（
近
藤
の
手
紙
の
一
節
）

　
と
述
べ
て
ゐ
る
。

　
近
藤
の
意
見
で
は
、
公
武
合
体
、
即
ち
鞏
固
な
る
挙
国
一
致
内
閣
で
攘
夷
す

べ
し
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
勤
皇
攘
夷
、
公
武
合
体
説
で
あ
つ
た
。

　
彼
は
こ
の
主
義
の
為
に
、
一
死
報
国
の
念
に
燃
え
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

新
撰
組
が
単
な
る
非
常
警
察
と
考
へ
ら
れ
る
の
に
は
、
大
い
に
不
満
で
も
あ
つ

た
ら
し
い
。

「
私
共
は
昨
年
以
来
、
尽
忠
報
国
の
有
志
を
御

募







相
成





り
、
即
ち
御
召
に
応

じ
上
京
仕
り
、
是
迄
滞
在
仕
り
候
へ
ど
も
、
市
中
見
廻
り
の
為
に
御
募
り
に
相

成
り
候
儀
に
は
御
座
な
く
候
と
存
じ
奉
り
候
」
（
元
治
元
年
五
月
三
日
　
上
書

の
一
節
）

　
と
あ
る
。
彼
に
も
ま
た
耿
々






た
る
志
は
あ
つ
た
の
だ
。
時
勢
を
憂
へ
、
時
勢

を
知
る
こ
と
に
於
て
、
立
場
こ
そ
異
な
れ
、
敢
へ
て
薩
長
の
志
士
に
劣
る
も
の

で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
殊
に
近
藤
の
光
栄
と
す
べ
き
は
、
宮
中
第
一
の
豪
傑
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
、
久

邇
宮
朝
彦
親
王














と
の
関
係
で
あ
る
。
親
王
の
日
記
に
は
、
彼
の
名
前
も
見
え
、

慶
応
三
年
九
月
十
三
日
の
項
に
は
、
「
幕
府
の
辣
腕
家
、
原
市
之
進
に
替
る
べ

き
も
の
は
近
藤
で
あ
る
。
余
自
身
近
藤
を
召
し
抱
へ
た
い
」
と
、
畏
れ
多
く
も

仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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暴
力
団
の
首
領
と
云
ふ
よ
り
も
、
時
流
の
浪
に
乗
り
損
つ
た
志
士
と
云
ふ
べ

き
だ
ら
う
。

　
　
　
池
田
屋
斬
込
み

　
新
撰
組
結
成
の
翌
年
、
元
治
元
年
六
月
五
日
は
、
彼
等
に
と
つ
て
、
最
も
記

念
す
べ
き
日
で
あ
つ
た
。

　
即
ち
、
こ
の
為
に
、
明
治
維
新
が
一
年
遅
れ
た
と
云
は
れ
る
。
有
名
な
三
條

小
橋
、
池
田
屋
惣
兵
衛
方
斬
込
み
事
件
が
、
行
は
れ
た
日
で
あ
る
。

　
四
條
小
橋
に
、
升
屋
喜
右
衛
門
と
云
ふ
、
古
道
具
屋
が
あ
つ
た
。
主
人
は
三

十
八
九
歳
で
、
使
用
人
を
二
三
人
使
つ
て
、
先
づ
裕
福
な
暮
し
振
り
で
あ
つ
た
。

余
り
に
浪
士
風
人
間
の
出
入
が
激
し
い
の
で
、
新
撰
組
で
は
、
予
て
か
ら
そ
の

様
子
に
不
審
を
懐
き
、
六
月
五
日
に
思
ひ
切
つ
て
踏
み
込
ん
で
み
る
と
果
し
て

甲
冑
十
組
、
鉄
砲
二
三
挺
、
そ
の
他
長
州
人
と
の
往
復
文
書
が
数
通
発
見
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
、
「
機
会
は
失
は
ざ
る
様
」
と
の
頗





る
疑
は
し
い
文
句
が
あ
つ
た
。

　
取
り
敢
へ
ず
、
武
具
類
を
土
蔵
に
収
め
て
封
印
し
て
主
人
喜
右
衛
門
を
壬
生

の
屯
所
に
引
致
し
て
、
拷
問
し
た
と
こ
ろ
、
驚
く
可
き
陰
謀
が
発
見
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
喜
右
衛
門
と
云
ふ
の
は
、
仮
名
で
そ
の
実
は
江
州
の
浪
人
古
高





俊
太
郎
と
云

ひ
、
八
月
十
八
日
の
政
変
に
就
て
、
深
く
中
川
宮
と
松
平
容
保






を
怨
み
、
烈
風

の
日
を
待
つ
て
、
火
を
御
所
の
上
手
に
放
ち
、
天
機
奉
仕
に
参
朝
す
る
中
川
宮

を
始
め
奉
り
、
守
護
職
松
平
肥
後
守
を
途
中
に
要
撃
し
よ
う
と
す
る
、
計
画
で

あ
る
。
而
も
古
高
は
、
三
條
通
り
辺
の
旅
宿
客
は
、
い
ろ
〳
〵
の
藩
名
を
掲
げ

て
ゐ
る
が
大
抵
は
長
州
人
で
あ
る
こ
と
ま
で
自
白
し
た
。

　
愕
然
と
し
て
ゐ
る
新
撰
組
に
と
つ
て
、
続
い
て
、
第
二
、
第
三
の
警
報
が
町

役
人
の
手
に
依
つ
て
齎



ら
さ
れ
た
。

「
升
屋
の
土
蔵
の
封
印
を
破
つ
て
、
武
具
を
奪
ひ
去
つ
た
者
が
あ
る
！
」

「
三
條
小
路
の
旅
宿
池
田
屋
惣
兵
衛
方
、
及
び
縄
手





の
旅
宿
四
国
屋
重
兵
衛
方

に
、
長
州
人
や
諸
浪
士
が
集
合
し
て
何
や
ら
不
穏
の
企
み
を
し
て
ゐ
る
」

　
京
都
市
中
見
廻
役
と
し
て
、
治
安
の
責
任
の
一
半
を
担
つ
て
ゐ
る
新
撰
組
は
、

取
り
敢
へ
ず
、
黒
谷
な
る
京
都
守
護
職
松
平
肥
後
守
邸
に
、
応
急
の
措
置
を
求

む
る
為
速
報
し
た
。

　
守
護
職
は
所
司
代
、
松
平
越
中
守
と
協
力
し
て
、
遂
に
会
津
、
桑
名
、
一
橋
、

彦
根
、
加
賀
の
兵
を
始
め
、
町
奉
行
、
東
西
与
力
、
同
心
を
動
員
し
て
、
祇
園
、

木
屋
町
、
三
條
通
り
、
そ
の
他
要
所
々
々
を
戒
厳
し
て
、
そ
の
人
員
無
慮
三
千

余
人
と
称
さ
れ
た
。
空
前
の
警
戒
陣
で
あ
つ
た
。

　
斯
く
て
、
会
津
藩
と
新
撰
組
は
、
午
後
八
時
を
期
し
て
、
祇
園
会
所
に
集
合

す
る
筈
で
あ
つ
た
が
、
会
津
側
が
人
数
の
繰
出
し
に
時
間
が
か
ゝ
り
、
午
後
十

時
近
く
な
る
の
に
、
約
束
の
場
所
に
参
着
し
な
い
。

　
血
気
の
近
藤
勇
は
、
一
刻
を
争
ふ
場
合
と
考
へ
、
独
力
新
撰
組
を
率
ゐ
て
、

検
挙
に
向
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。

　
隊
員
三
十
名
を
二
分
し
て
、
近
藤
勇
自
ら
一
隊
を
随
へ
て
、
池
田
屋
へ
、
他

の
一
隊
は
、
土
方
歳
三
統
率
し
て
、
四
国
屋
へ
向
つ
た
。

　
恰
度
、
祇
園
祭
り
の
前
の
夜
で
、
風
は
あ
つ
た
が
、
何
と
な
く
蒸
す
夜
で
あ

つ
た
。

　
そ
の
時
、
池
田
屋
で
は
、
長
州
の
吉
田
稔
麿






、
肥
後
の
宮
部
鼎
蔵






等
総
勢
二

十
余
名
が
集
合
し
、

「
今
夜
は
壬
生
に
押
寄
せ
て
、
古
高
俊
太
郎
を
奪
ひ
還
さ
う
」

　
と
、
云
ふ
の
で
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
夜
の
更
け
る
の
を
待
つ
て
ゐ
た
。

　
彼
等
は
、
粛
々
と
し
て
そ
の
身
に
迫
る
死
の
影
を
知
ら
ず
、
尚
も
三
策
の
評
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議
に
余
念
が
な
か
つ
た
。
三
策
と
は
即
ち
次
の
三
つ
だ
。

　
○
壬
生
屯
所
を
囲
み
、
焼
討
し
て
新
撰
組
を
鏖
殺






し
、
京
都
擾
乱
に
乗
じ
て
、

　
　
長
州
の
兵
を
京
都
に
入
れ
る
。

　
○
成
功
の
場
合
に
は
、
宮
中
を
正
論
の
公
卿
を
以
て
改
革
す
る
。

　
○
京
都
一
変
の
上
は
、
中
川
宮
を
幽
閉
し
奉
り
、
一
橋
慶
喜






を
下
坂
せ
し
め
、

　
　
会
津
藩
の
官
職
を
剥
奪
し
、
長
州
を
京
都
の
守
護
職
に
任
ず
る
。

　
　
　
血
河
の
乱
闘

　
近
藤
勇
は
玄
関
か
ら
、

「
主
人
は
居
る
か
、
御
用
改
め
で
あ
る
ぞ
」

　
と
、
堂
々
と
声
を
か
け
て
、
上
り
込
ん
だ
。

　
主
人
は
直
ぐ
に
二
階
に
向
つ
て
、

「
皆
様
、
来
客
調
べ
て
御
座
い
ま
す
」

　
と
、
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
が
、
も
う
遅
い
。

「
何
だ
〳
〵
」

　
同
志
で
も
来
た
の
か
と
思
つ
て
、
う
つ
か
り
一
番
先
に
出
て
来
た
北
副
佶
摩









の
頭
を
、
勇
の
虎
徹
が
ず
ば
り
と
割
つ
た
。

　
火
の
出
る
様
な
乱
闘
が
続
い
た
。

　
こ
の
事
件
に
就
て
は
、
勇
自
身
が
近
親
に
与
へ
て
書
い
た
手
紙
に
、
詳
し
い
。

「
局
中
手
勢
の
者
ば
か
り
に
て
、
右
徒
党
の
も
の
、
三
條
小
橋
縄
手
に
二
ヶ
所

屯

致







し
居
候
処
へ
、
二
手
に
別
れ
、
夜
四
つ
時
頃
打
入
候
処
、
一
ヶ
所
は
一

人
も
居
り
申
さ
ず
、
一
ヶ
所
は
多
数
潜
伏
し
居
り
、
兼
て
覚
悟
の
徒
党
故
、
手

向
ひ
戦
闘
一
時






余
の
間
に
御
座
候
」

　
局
中
と
は
新
撰
組
の
こ
と
だ
。
一
時
余
り
と
は
、
今
日
で
は
二
時
間
余
で
あ

る
。
二
時
間
余
も
入
乱
れ
て
、
戦
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
激
闘
振
り
も
察

せ
ら
れ
よ
う
。

「
打
留
七
人
、
手
疵
為
負






者
四
人
、
召
捕
二
人
、
右
は
局
中
の
働




に

候
。
漸
く

事
済
み
候
跡
へ
、
御
守
護
職
、
御
所
司
代
の
人
数
三
千
余
人
出
張
に
相
成
り
、

夫
よ
り
屯
所
へ
被
打
入







候
処
、
会
侯
の
手
に
四
人
召
捕
、
一
人
打
取
る
。
桑
侯

手
に
一
人
召
捕
。

　
翌
六
日
昼
九
つ
時
（
正
午
）
人
数
引
揚
申
候
。
前
代
未

曾

有

の
大
珍
事
に
御

座
候
」

　
以
上
の
通





、
池
田
屋
襲
撃
は
、
殆
ん
ど
新
撰
組
の
独
擅
場









で
、
彼
等
が
得

意
に
な
る
の
は
当
然
だ
ら
う
。

　
近
藤
の
家
書
は
、
以
下
続
い
て
ゐ
る
。

「
下
拙





僅
か
の
人
数
引
連
れ
て
、
出
口
に
固
め
さ
せ
、
打
込
候
者
は
、
拙
者
始

め
、
沖
田
、
永
倉
、
藤
堂
、
倅
周
平
、
右
五
人
に
御
座
候
。

　
一
時
余
り
の
戦
闘
に
て
、
永
倉
新
八
の
刀
は
折
れ
、
沖
田
総
司
、
刀
の
帽
子

折
れ
、
藤
堂
平
助
刀
は
さ
ゝ
ら
の
如
く
、
倅
周
平
は
槍
を
斬
折
ら
れ
、
下
拙
刀

は
、
虎
徹
故
に
や
、
無
事
に
御
座
候
」

　
何
れ
も
新
撰
組
切
つ
て
の
剣
客
揃
ひ
で
あ
る
。
僅
か
五
人
で
斬
込
ん
だ
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
力
戦
振
り
も
思
ひ
や
ら
れ
る
。

　
そ
の
中
に
、
縄
手
か
ら
引
返
し
た
土
方
歳
三
の
一
隊
が
加
つ
て
、
こ
ゝ
に
稀

代
の
大
捕
物
陣
が
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
実
に
是
迄
、
度
々
戦
ひ
候
へ
共
、
二
合
と
戦
ひ
候
者
は
、
稀
に
覚
え
候
。
今

度
の
敵
、
多
数
と
は
申
し
な
が
ら
も
孰
れ
も
万
夫
の
勇
士
、
誠
に
危
き
命
助
か

り
申
候
」

　
こ
れ
が
勇
の
欺
か
ざ
る
述
懐
で
あ
る
。

　
新
撰
組
も
克

く
力
闘
し
た
が
同
時
に
勤
皇
諸
有
志
が
如
何
に
勇
戦
し
た
か
、
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こ
れ
で
判
る
。

　
人
を
斬
る
の
に
、
最
も
豊
富
な
経
験
を
持
つ
、
近
藤
勇
を
し
て
、
こ
の
嘆
声

を
発
せ
し
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
殉
難
の
志
士
も
以
て
瞑
す
べ
し
だ
。
公
論
は

常
に
、
敵
側
よ
り
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
殉
難
の
諸
士

　
飜
つ
て
、
志
士
側
の
当
夜
の
観
察
は
何
う
か
。
当
時
長
州
藩
、
京
都
留
守
居

役
、
乃
美
織
江











の
手
記
に
よ
れ
ば
、
形
勢
緊
迫
と
共
に
、
有
志
等
に
軽
挙
を
戒

め
る
こ
と
痛
切
で
あ
つ
た
。

　
桂
小
五
郎
、
久
坂
義
助
な
ど
幕
吏
の
追
跡
頻
り
な
の
で
、
長
藩
と
し
て
は
彼

等
に
帰
国
の
命
を
下
し
、
邸
内
の
有
志
等
に
も
外
出
を
慎
し
ま
せ
て
ゐ
た
。

　
吉
田
稔
麿






に
対
し
て
も
、
市
中
の
宿
屋
に
泊
ら
ず
、
藩
邸
に
起
臥
す
る
や
う

に
、
勧
告
し
た
が
、
容
れ
ら
れ
ず
、
宮
部
鼎
蔵
等
に
も
外
出
を
極
力
制
止
し
て

ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
当
夜
の
手
記
に
依
る
と
、

「
乃
美
乃





ち
杉
山
松
助
、
時
山
直
八
を
し
て
、
状
を
探
ら
し
む
。
二
人
帰
り
報

じ
て
曰
く
、
俊
太
郎
逮
捕
の
為
め
、
或
ひ
は
不
穏
の
事
あ
ら
ん
。
宜





く
邸
門
の

守
を
厳
に
す
べ
し
、
と
同
夜
有
志
多
く
池
田
屋
に
集
る
と
聞
く
、
其
の
何
人
た

る
を
詳




か

に
せ
ず
」

「
夜
に
入
り
杉
山
松
助
、
窃





に
槍
を
提
げ
、
外
出
す
と
云
ふ
。
未
だ
久
し
か
ら

ず
し
て
、
松
助
片
腕
を
斬
ら
れ
鮮
血
淋
漓
と
し
て
帰
邸
し
、
急
変
あ
り
と
告
げ
、

邸
門
を
閉
ざ
し
、
非
常
に
備
へ
し
む
。
乃
美
、
何
故
に
外
出
せ
し
や
と
問
ふ
。

池
田
屋
に
赴
か
ん
と
し
て
、
途
中
斯



の
如
し
、
遺
憾
に
堪
へ
ず
と
答
ふ
る
の
み
」

　
杉
山
は
、
途
中
で
要
撃
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

「
邸
の
近
傍
に
吉
田
稔
麿
の
死
屍
を
発
見
す
。
宮
部
は
池
田
屋
に
死
し
、
其
の

弟
傷
を
負
ひ
邸
に
帰
る
。
池
田
屋
女
主
即
死
。
桂
小
五
郎
は
屋
上
よ
り
遁
れ
て
、

対
州
邸
の
潜
所
に
帰
る
」

　
こ
の
池
田
屋
事
変
で
、
勤
皇
方
に
と
つ
て
、
最
も
大
き
な
損
害
は
、
宮
部
鼎

蔵
と
吉
田
稔
麿
の
死
で
あ
ら
う
。

　
吉
田
稔
麿
は
、
脇
差
を
と
つ
て
力
戦
し
、
裏
庭
で
沖
田
総
司
と
、
一
騎
討
ち

に
な
つ
た
。
そ
の
腕
は
相
当
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
剣
を
把
つ
て
は
天
才
的
と

云
は
れ
た
沖
田
に
は
、
敵
は
な
い
。

　
肩
先
を
斬
ら
れ
た
ま
ゝ
逃
れ
、
隣
家
の
庭
前
に
監
視
し
て
ゐ
た
、
桑
藩
士
本

間
某
を
斬
り
、
黒
川
某
に
重
傷
を
被





ら
せ
、
馳
せ
て
河
原
町
の
藩
邸
に
向
つ
た
。

併
し
こ
の
時
は
、
門
の
扉
は
固
く
鎖
し
て
あ
り
、
稔
麿
は
入
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
そ
の
身
は
重
傷
で
あ
り
、
遂
に
進
退
谷



ま
つ
て
、
門
外
に
自
決
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
時
、
年
齢
二
十
四
で
あ
つ
た
。

　
吉
田
稔
麿
は
松
陰
門
下
の
奇
才
で
、
こ
の
時
は
長
幕
調
停
案
の
一
案
を
劃
し

て
、
帰
国
の
途
中
、
京
都
に
寄
つ
て
殉
難
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
日
も
、
留
守
居
役
の
乃
美
織
江
が
頻
り
に
止
め
る
と
、

「
い
や
直
き
帰
つ
て
来
る
」

　
と
云
つ
て
、
殿
様
か
ら
の
下
さ
れ
物
の
小
柄
等
を
乃
美
に
托
し
て
、
出
か
け

て
行
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
、
自
分
で
髪
を
結

つ
た
が
、
元
結






が
三
度
も
切
れ
た
の
で
、

　
　
結
び
て
も
又
結
び
て
も
黒
髪
の

　
　
　
　
　
乱
れ
そ
め
に
し
世
を
如
何
に
せ
ん

　
と
云
ふ
歌
を
詠
ん
で
、
乃
美
に
示
し
た
と
云
ふ
。
こ
れ
が
遂
に
、
そ
の
辞
世
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と
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
宮
部
鼎
蔵
は
、
乱
戦
の
中
に
池
田
屋
に
於
て
斃
れ
た
。
一
説
に
は
、
進
退
谷

ま
つ
て
階
段
の
下
で
屠
腹
し
て
果
て
た
と
も
云
ふ
。
年
は
四
十
五
で
あ
つ
た
。

　
宮
部
は
肥
後
の
産
、
吉
田
松
陰
と
は
親
友
の
仲
で
あ
り
、
尊
攘
派
の
錚
々
た

る
一
人
で
、
同
志
か
ら
は
先
輩
の
一
人
と
し
て
推
服
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　
松
陰
嘗
て
宮
部
を
評
し
て
、

「
国
を
憂
へ
、
君
に
忠
、
又
善
く
朋
友
と
交
は
り
て
信
あ
り
、
其
の
人
懇
篤
に

し
て
剛
毅
、
余
素



よ
り
そ
の
人
を
異
と
す
」

　
と
云
つ
て
ゐ
る
。

　
三
條
実
美






の
信
頼
篤
く
、
そ
の
使
命
を
奉
じ
て
四
方
に
使
ひ
し
、
真
木
和
泉











と
共
に
年
齢
手
腕
共
に
長
者
で
あ
り
、
志
士
の
間
に
最
も
重
き
を
な
し
た
人
物

で
あ
つ
た
。
生
き
残
つ
て
ゐ
た
ら
、
子
孫
は
侯
爵
に
な
つ
た
か
も
知
れ
ん
。

　
乃
美
の
手
記
に
依
る
と
、
桂
小
五
郎
は
池
田
屋
か
ら
対
州
の
邸
へ
遁
げ
こ
ん

で
、
危
き
命
を
拾
つ
た
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
事
実
は
違
ふ
ら
し
い
。

　
こ
の
夜
、
小
五
郎
は
一
度
池
田
屋
を
訪
れ
た
が
、
ま
だ
同
志
が
皆
集
ら
ぬ
の

で
、
対
州
の
藩
邸
を
訪
う
て
、
大
島
友
之
丞
と
暫
く
対
談
し
て
ゐ
る
と
、
市
中

が
俄





に
騒
々
し
く
な
つ
た
。

　
何
事
か
、
と
、
人
を
出
し
て
様
子
を
探
ら
せ
る
と
、
新
撰
組
の
池
田
屋
斬
込

み
だ
と
云
ふ
。
桂
が
、
刀
を
提
げ
て
、
そ
の
場
に
馳
せ
つ
け
よ
う
と
す
る
の
を
、

大
島
が
無
理
に
こ
れ
を
引
止
め
て
、
そ
の
夜
の
難
を
免
れ
た
の
だ
と
云
ふ
。

　
こ
の
時
、
せ
め
て
木
戸
孝
允
の
命
を
剰



し
た
ゞ
け
で
も
、
長
藩
の
た
め
、
引

い
て
は
明
治
維
新
の
た
め
に
、
不
幸
中
の
幸
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
桂
小
五
郎
も
、
こ
の
事
件
に
就
て
は
、
簡
単
な
が
ら
手
記
を
書
き
、

「
天
王
山
に
兵
を
出
す
、
此
に
基





け
り
」

　
と
結
ん
で
ゐ
る
。

　
簡
潔
な
が
ら
、
流
石





に
よ
く
断
じ
て
ゐ
る
。
池
田
屋
に
於
け
る
幕
府
方
の
暴

挙
が
、
如
何
に
長
州
藩
士
を
し
て
激
昂
せ
し
め
た
か
。
八
月
十
八
日
の
政
変
以

来
、
隠
忍
に
隠
忍
を
重
ね
て
来
た
長
藩
も
、
遂
に
堪
忍
袋
の
緒
を
切
つ
た
の
で

あ
る
。
遂
に
長
軍
の
上
洛
と
な
り
、
天
王
山
に
本
拠
を
進
め
、
蛤
御
門









の
戦

闘
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
少
く
と
も
、
池
田
屋
事
変
は
、
禁
門
戦
争
の
導
火
線
に
、
口
火
を
切
つ
た
と

云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
近
藤
勇
の
最
後

　
こ
の
外
、
池
田
屋
で
死
ん
だ
志
士
の
中
に
は
、
大
高
兄
弟
、
石
川
潤
次
郎
等
、

有
為
の
勤
皇
家
が
ゐ
た
。

　
い
づ
れ
も
、
そ
の
屍
体
は
捕
方
の
手
に
依
つ
て
、
三
條
縄
手
の
三
縁
寺
境
内

へ
運
ば
れ
て
、
棄
て
ゝ
置
か
れ
た
。

　
何
し
ろ
、
暑
い
頃
な
の
で
、
後
に
は
こ
の
屍
が
何
人
の
も
の
か
、
判
明
し
な

い
程
腐
つ
て
し
ま
ひ
、
池
田
屋
の
使
用
人
を
呼
び
出
し
て
、
「
こ
れ
は
宮
部
さ

ん
、
こ
れ
は
大
高
さ
ん
」
と
識
別
さ
せ
た
と
云
ふ
話
で
あ
る
。

　
池
田
屋
事
変
を
期
と
し
て
、
新
撰
組
は
更
に
一
大
飛
躍
を
遂
げ
て
ゐ
る
。

　
隊
員
も
不
足
な
の
で
、
近
藤
は
書
を
近
親
に
寄
せ
て
、
隊
員
の
周
旋
を
依
頼

し
、
「
兵
は
東
国
に
限
り
候
と
存
じ
奉
り
候
」
と
、
気
焔
を
上
げ
て
ゐ
る
。
東

国
人
の
近
藤
勇
と
し
て
は
、
尤
も
な
言
ひ
分
で
、
蓋



し
池
田
屋
事
変
は
、
当
時

兎
角





軽
視
さ
れ
勝
ち
の
、
関
東
男
児
の
意
気
を
、
上
方
に
示
し
た
も
の
と
云
つ

て
よ
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
伏
見
鳥
羽
の
戦
ま
で
は
、
新
撰
組
の
黄
金
時
代
で
あ
る
。

　
蛤
御
門
の
戦
に
は
、
先
頭
に
赤
地
に
「
誠
」
と
い
ふ
字
の
旗
を
立
て
ゝ
、
会
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津
の
傑
物
林
権
助
の
指
揮
の
下
に
奮
戦
し
て
ゐ
る
。

　
土
佐
藩
の
大
立
物
、
後
藤
象
二
郎
に
、
或
る
日
、
近
藤
勇
が
会
ふ
と
、
象
二

郎
は
直
ぐ
に
、

「
拙
者
は
貴
公
の
そ
の
腰
の
物
が
大
嫌
ひ
で
」

　
と
や
つ
た
。

　
勇
は
、
苦
笑
し
な
が
ら
、
そ
の
刀
を
遠
ざ
け
た
と
云
ふ
話
が
あ
る
が
、
多
分

こ
の
頃
の
こ
と
だ
ら
う
。

　
そ
れ
程
、
近
藤
勇
の
名
は
、
響
き
わ
た
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然



も
勇
は
単

な
る
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
の
自
分
に
飽
き
足
ら
ず
、
政
治
的
に
も
ぐ
ん
〳
〵
守

護
職
、
所
司
代
、
公
卿
の
中
へ
も
喰
ひ
込
ん
で
行
つ
た
が
、
順
逆
を
誤
つ
た
悲

し
さ
、
時
勢
は
日
に
日
に
非
な
り
で
あ
る
。

　
伏
見
鳥
羽
の
戦




は

、
幕
軍
に
対
し
て
、
致
命
傷
を
与
へ
た
と
同
時
に
、
新
撰

組
に
徹
底
的
な
打
撃
を
与
へ
た
。
大
部
隊
を
中
心
と
す
る
、
近
世
式
な
砲
撃
戦

に
対
し
て
、
一
騎
討
の
戦
法
は
問
題
で
な
く
、
虎
徹
は
元
込
銃
に
歯
の
立
つ
道

理
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
江
戸
に
逃
げ
帰
つ
た
、
近
藤
は
、
そ
の
後
色
々
と
画
策
し
た
が
、
一
度
落
目

に
な
る
と
、
す
る
事
な
す
事
後
手
と
な
つ
て
、
甲
州
勝
沼
の
戦
に
敗
れ
、
下
総

流
山
で
遂
に
官
軍
の
手
に
捕
へ
ら
れ
た
。

　
こ
の
時
、
政
敵
で
あ
る
土
佐
藩
の
谷
守
部
（
干
城
）
は
、

「
猾
賊
多
年
悪
を
な
す
。
有
志
の
徒
を
殺
害
す
る
こ
と
不
勝
数










、
一
旦
命
尽

き
縛
に
付
く
。
其
の
様
を
見
る
に
三
尺
児
と
雖





も
猶



弁
ず
べ
き
を
、
頑
然
首
を

差
伸
べ
て
来
る
。
古
狸
巧





に
人
を
誑




し

、
其
極
終
に
昼
出
て
児
童
の
獲
と
な
る

こ
と
、
古
今
の
笑
談
な
り
。
誠
に
名
高
き
近
藤
勇
、
寸
兵
を
労
せ
ず
、
縛
に
就

く
も
、
亦
狐
狸
の
数
の
尽
く
る
と
一
徹
な
り
」
と
思
ひ
切
つ
た
酷
評
を
下
し
て

ゐ
る
。
い
か
に
、
近
藤
が
官
軍
側
か
ら
悪



ま
れ
て
ゐ
た
か
ゞ
分
る
し
、
谷
干
城

の
器
量
の
小
さ
い
か
も
知
れ
る
。

　
人
間
も
落
目
に
な
れ
ば
、
考
へ
も
愚
劣
に
な
る
。
甲
陽
鎮
撫
隊
で
大
名
格
に

し
て
も
ら
ひ
、
故
郷
へ
錦
を
飾
つ
た
積
り
の
穉
気
振
り
な
ど
、
往
年
の
近
藤
勇

と
は
別
人
の
観
が
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
も
必
ず
し
も
近
藤
勇
丈



の
欠
点
で
は
な

い
。
蓋



し
、
得
意
に
、
失
意
に
、
淡
然
た
る
人
は
、
さ
う
あ
る
わ
け
は
な
い
の

だ
。

　
尤
も
、
近
藤
勇
が
五
稜
郭
で
戦
死
し
て
ゐ
た
ら
、
終





を
全
う
し
た
事
に
な
る

の
は
勿
論
で
あ
る
。

　
真
田
幸
村
や
後
藤
基
次
や
木
村
重
成
な
ど
、
前
時
代
に
殉
じ
た
人
々
が
、
徳

川
時
代
の
民
間
英
雄
で
あ
つ
た
や
う
に
、
近
藤
勇
が
現
代
の
民
間
英
雄
で
あ
る

こ
と
は
、
愉
快
な
事
で
あ
る
。
大
衆
と
云
ふ
も
の
は
、
御
用
歴
史
の
歪
み
を
、

自
然
に
正
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
近
藤
勇
の
人
気
は
、
映
画
と
大
衆
文
芸
の
影
響
で
、
こ
の
両
者
が

な
か
つ
た
ら
、
今
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
だ
ら
う
。
地
下
の
近
藤
勇
も
、
こ
の
点

は
苦
笑
し
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
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